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東
大
阪
読
書
友
の
会

公
開
読
書
会

公
開
読
書
会 

４
月
４
月
2121
日日

テ
ー
マ
本「
マ
チ
ネ
の
終
わ
り
に
」

　　　　　　　　　毎週木曜日19:00～19:30
　　　　　　視聴はhttp://www.higashiosaka-n.com

東大阪新聞チャンネル
好評放

映中 ４
月

２日 ゲスト ： 志村伊織さん「ドローンの現在と未来」
 （キャスター ： 小川秀人遊軍記者）
９日  ゲスト ： 大竹口聡美さん
　　「地域に愛される可愛い花屋さん」
 （キャスター ： 小野元裕社長）
16日  話題の本＝フレディみかこ著
　　「ぼくはイエローでホワイトで、ちょっとブルー」
 （キャスター ： 小野元裕社長）
23日  ゲスト ： 松下寛史さん
　　「前例のないモノづくりに挑戦」
 （キャスター ： 小川秀人遊軍記者）
30日  ゲスト：中村朋子さん
　　「年間300公演をこなすハープ奏者」
 （キャスター ： 小川秀人遊軍記者）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
が
拡
大
し
、
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
か
ら
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
や
マ
ス
ク
が

消
え
た
。
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
に
関
し
て
は
、

品
切
れ
に
な
る
と
い
う

フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
に
踊

ら
さ
れ
た
人
た
ち
が
買
い

占
め
た
た
め
に
、
店
頭
か

ら
姿
を
消
し
た
だ
け
だ
っ

た
。
製
造
会
社
に
在
庫
が

た
っ
ぷ
り
あ
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
流
通
が
追
い
付
か

ず
こ
の
よ
う
な
事
態
に

陥
っ
た
。
し
か
し
徐
々
に

回
復
し
、
今
で
は
棚
に
並

ん
で
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
マ
ス
ク
は

ま
だ
な
い
。
ど
の
店
先
に

も「
本
日
は
、マ
ス
ク
の
入

荷
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
い

う
詫
び
状
が
貼
ら
れ
て
い

る
。
マ
ス
ク
の
品
切
れ
は

深
刻
で
、
在
庫
が
底
を
突

き
そ
う
な
病
院
も
あ
る
。

　

そ
ん
な
惨
状
の
な
か
、

医
療
用
衛
生
消
毒
材
料
等

卸
売
会
社
の
株
式
会
社
福

西
衛
材
（
東
大
阪
市
長
堂

３
―
16
―
３
）
が
社
内
に

備
蓄
し
て
い
た
子
ど
も
用

マ
ス
ク
１
万
枚
を
東
大
阪

市
に
寄
贈
し
た
。

　

３
月
13
日
、
同
社
の
福

西
由
宗
社
長
が
東
大
阪
市

役
所
を
訪
れ
、
子
ど
も
た

ち
に
と
野
田
義
和
東
大
阪

市
長
に
手
渡
し
た
。
マ
ス

ク
は
東
大
阪
市
内
の
認
定

こ
ど
も
園
や
保
育
園
（
99

園
）
な
ど
に
配
ら
れ
た
。

2020・4・1　

　

見
慣
れ
て
い
た
風
景
が
消
え
た
。
パ

リ
や
ミ
ラ
ノ
な
ど
の
景
観
は
無
機
質
な

写
真
の
よ
う
だ
。
イ
タ
リ
ア
は
医
師
や

病
室
も
不
足
、
医
療
崩
壊
状
態
で
埋
葬

す
る
墓
地
も
な
い
と
伝
え
て
い
る
。
特

に
ミ
ラ
ノ
な
ど
は
中
国
の
「
一
帯
一
路
」

協
定
で
最
も
交
流
が
深
い
産
業
地
帯
で
も
あ
り
、

い
ち
早
く
中
国
は
医
療
団
を
送
り
込
ん
だ
。

　

米
国
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
も
外
出
禁
止
令
で

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
は
リ
モ

ー
ト
ワ
ー
ク
、
子
ど
も
た
ち

は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
あ

る
。
南
米
で
は
ペ
ル
ー
や
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
が
国
境
を
封
鎖
し
た
。

　

日
本
の
感
染
者
数
は
１
８
９
３
人
、
死
者
は
56

人（
３
月
29
日
）。海
外
か
ら
の
帰
国
者
が
心
配
だ
。

「
手
洗
い
、
マ
ス
ク
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」「
密
集
し

な
い
、１
メ
ー
ト
ル
間
隔
、換
気
」を
徹
底
し
た
い
。

　

無
観
客
相
撲
も
無
事
に
終
わ
っ
た
。
市
立
図
書

館
で
は
新
聞
・
雑
誌
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
は
閉
鎖
、
子

ど
も
た
ち
の
自
由
学
習
席
も
一
時
休
止
で
開
店
休

業
状
態
だ
。
貸
出
本
は
２
週
間
15
冊
か
ら
30
冊
に

倍
増
。
公
園
に
寄
る
と
、
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が

あ
ふ
れ
て
い
た
。

　

公
園
で
思
い
出
し
た
の
が
「
ロ
ー
マ
帝
国
」
滅

亡
の
一
原
因
に
、「
中
国
と
の
交
易
で
伝
わ
っ
た

天
然
痘
や
麻は

し
か疹
な
ど
で
ロ
ー
マ
の
人
口
が
激
減
し

た
」
と
い
う
英
国
の
歴
史
学
者
イ
ア
ン
・
モ
リ
ス

の
疫
病
説
だ
。
武
漢
か
ら
ミ
ラ
ノ
へ
と
「
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
」（
一
帯
一
路
）
で
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は

伝
播
し
た
。「
歴
史
は
繰

り
返
す
」（
古
代
ロ
ー
マ

歴
史
家
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
・

ル
フ
ス
）。

　

感
染
拡
大
が
止
ま
ら
な
い
。
３
月
29
日
で
世
界

累
計
68
万
人
の
感
染
者
、
死
者
は
３
万
人
超
。
東

京
五
輪
開
催
に
つ
い
て
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
は
安
全

安
心
を
叫
び
出
し
、
つ
い
に
延
期
と
な
っ
た
。

　

も
っ
と
怖
い
の
が
後
遺
症
の
金
融
が
絡
む
世
界

経
済
恐
慌
だ
。
時
間
が
止
ま
っ
た
街
並
み
は
ゴ
ー

ス
ト
タ
ウ
ン
。
そ
ん
な
風
景
を
見
た
く
な
い
と
、

膨
ら
ん
だ
桜
の
つ
ぼ
み
に
祈
っ
た
。

晴耕雨読

怖
い
コ
ロ
ナ
後
遺
症

八
尾
自
動
車
教
習
所

H
P

：h
ttp
://w

w
w
.y
a
o
k
y
o
.n
e
t/

☎（
０
７
２
）９
９
９―

１
２
３
４

八
尾
市
高
安
町
南
七
丁
目
二
十
一
番
地

明
る
い
・
楽
し
い
・
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
教
習
所

運
転
免
許
取
る
な
ら
Ｙ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
で
！

≪商品紹介≫
～色メリヤスウエス～（１ｋｇ￥350）
～混合ウエス～　　 　（１Kg￥200）
～タオルウエス～　　（１ｋｇ￥400）
～白メリヤスウエス～ 　     （１Ｋｇ￥500）

社会福祉法人ヤンググリーン
障害ワークセンター w i l l
〒 577－0023　東大阪市荒本1－４－32
ＴＥＬ：06－6789－6171
ＦＡＸ：06－6789－6172

ウエス販売

☆不用になった中古衣料やタオルから、ウエス
に適した原料だけを選別加工し商品として仕上
げました。障がいを持つ利用者が手作業で丁寧
に裁断し、梱包をしています。地球に優しく、
皆様に愛される商品を目指しています。

お
湯
の
い
ら
な
い
足
湯　

ゆ
っ
太
郎

持
ち
運
び
が
で
き
て
収
納
も
コ
ン
パ
ク
ト

八
尾
市
太
田
３
丁
目
２
１
７―
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Ｔ
Ｅ
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０
７
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２
５

大
阪
電
気
保
安
協
同
組
合

電
気
主
任
技
術
者
電
験
３
種
取
得
者

募　集

ん
じ

き
び

「
人
引
車
」

災
害
時
対
応
の

こんな時の

必
需
品

大雨 洪水 津波 台風

共同開発

  一般社団法人災害避難研究所
マツモラ産業株式会社 監　　修　（一社）災害避難研究所

企画開発　大興産業株式会社
製　　造　マツモラ産業株式会社
T　E　L　072-925-3450

津波緊急時高台避難鎖階段
逃げるんだ・登るんだ

簡単に設置できる、避難はしごの決定版

ホ
ー
ク
ラ
イ
ト
ゼ
ッ
ト

ホ
ー
ク
ラ
イ
ト
ゼ
ッ
ト

太
陽
光
パ
ネ
ル
で

　

毎
月
の
コ
ス
ト
０
円

太
陽
光
パ
ネ
ル
で

　

毎
月
の
コ
ス
ト
０
円

４
月　

マ
チ
ネ
の
終
わ
り
に
平
野
啓
一
郎

（
公
開
読
書
会
）

５
月　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
診
療
所
か
ら

中
村　

哲

６
月　

希
望
の
糸

東
野
圭
吾

　
　
　

護
ら
れ
な
か
っ
た
者
た
ち
へ

中
山
七
里

７
月　

若
冲

澤
田
瞳
子

８
月　

パ
レ
ー
ド

吉
田
修
一

９
月　

海
の
見
え
る
理
髪
店

萩
原　

浩

10
月　

愛
が
な
ん
だ

角
田
光
代

11
月　

吾
輩
は
猫
で
あ
る

夏
目
漱
石

12
月　

深
川
澪
通
り
木
戸
番
小
屋

北
原
亞
以
子

１
月　

新
年
会

２
月　

天
下
一
の
軽
口
男

木
下
昌
輝

３
月　

空
飛
ぶ
教
室ケ

ス
ト
ナ
ー
（
高
橋
健
二
訳
）

☆
10
月　

豊
中
と
よ
読
書
会
と
交
歓
読
書
会
開
催

　

場
所　

永
和
図
書
館

　

テ
キ
ス
ト　
「
愛
が
な
ん
だ
」
角
田
光
代

東
大
阪
読
書
友
の
会

令　

和

２
年
度有

限
会
社
南
歯
車
製
作
所

社長　南　仁
大阪市港区弁天６－４－31
☎06－6576－2521

有限会社南歯車製作所

　

有
限
会
社
南
歯
車
製
作
所
は
創
業
昭
和
23

年
。
歯
車
加
工
一
筋
72
年
の
老
舗
企
業
だ
。
歯

車
に
は
使
用
目
的
に
応
じ
て
多
種
多
様
な
種
類

が
あ
る
。
一
般
的
な
平
歯
車
、ハ
ス
バ
歯
車（
角

度
の
つ
い
た
歯
車
）、
ウ
ォ
ー
ム
ネ
ジ
・
ホ
イ

ー
ル
（
昇
降
装
置
等
に
使
用
さ
れ
る
歯
車
）
の

他
に
、
同
社
は
長
尺
ス
プ
ラ
イ
ン
・
イ
ン
ボ
リ

ュ
ー
ト
ス
プ
ラ
イ
ン
・
角
ス
プ
ラ
イ
ン
の
加
工

を
得
意
と
し
て
い
る
。

　
「
ス
プ
ラ
イ
ン
」
に

は
適
当
な
日
本
語
訳
が

な
い
が
、
シ
ャ
フ
ト

（
軸
）
の
軸
方
向
に
滑

り
止
め
の
キ
ー
溝
加
工

を
施
す
こ
と
を
ス
プ
ラ

イ
ン
加
工
と
称
す
る
。

長
尺
ス
プ
ラ
イ
ン
加
工

は
材
料
の
た
わ
み
や
、

加
工
歪
み
等
も
発
生
す

る
の
で
か
な
り
の
経
験

値
を
必
要
と
す
る
。
最

長
ワ
ー
ク
の
加
工
実
績

と
し
て
は
外
径
48
㎜
、

全
長
７
０
０
０
㎜
の
軸

に
、
６
５
０
０
㎜
の
ス

プ
ラ
イ
ン
加
工
を
施
し

た
経
験
が
あ
る
。

　

他
に
も
傘
歯
車
（
ベ

ベ
ル
歯
車
）
が
あ
る
が
、

加
工
作
業
に
大
変
手
間

が
か
か
る
こ

と
と
、
細
部

ま
で
チ
ェ
ッ

ク
し
て
管
理

す
る
に
は
か

な
り
の
知
識

が
必
要
と
な

る
。
現
在
は

加
工
で
き
る

業
者
が
激
減

し
て
い
る
の

で
、
加
工
を

依
頼
さ
れ
る

こ
と
が
多

い
。

　

３
代
目
社

長
の
南
仁
さ

ん
（
43
）
は
大
正
区
の

出
身
だ
。
帝
塚
山
大
学

経
済
学
部
に
学
び
、
有

限
会
社
南
歯
車
製
作
所

に
入
社
、
平
成
24
年
36

歳
の
折
に
３
代
目
社
長

に
就
任
、
今
年
で
８
年

目
を
迎
え
る
。

　

歯
切
り
加
工
用
の
主

力
機
械
、
横
型
ネ
ジ
フ

ラ
イ
ス
盤
・
ホ
ブ
盤
・

ベ
ベ
ル
セ
ー
パ
ー
は
全

て
汎
用
機
を
使
用
し
て

い
る
。
Ｎ
Ｃ
制
御
機

械
は
万
能
で
は
な
い
。

種
々
の
制
限
や
限
界
が

あ
り
痒
い
所
に
ま
で
手

が
届
く
加
工
が
し
た
い

歯
切
り
加
工
に
は
向
い

て
い
な
い
。同
社
は「
汎

用
機
に
し
か
加
工
で
き

な
い
価
値
の
あ
る
仕

事
」に
特
化
し
て
い
る
。

　

現
在
社
員
は
13
人
、

内
職
人
さ
ん
が
８
人

だ
。
南
社
長
自
身
も
大

阪
市
が
認
定
す
る
テ
ク

ノ
マ
ス
タ
ー
と
し
て
、

講
演
会
そ
の
他
の
活
動

を
通
し
て
後
進
の
指
導

に
当
た
っ
て
い
る
。

　

取
引
企
業
は
累
計
５

０
０
社
超
、
平
均
す
る

と
年
間
１
１
０
社
超
。

　

売
上
高
の
50
％
は
同

業
他
社
か
ら
の
オ
ー
ダ

ー
で
あ
り
、
ど
う
に
も

難
し
い
仕
事
、
困
り
果

て
た
挙
げ
句
の
仕
事
が

舞
い
込
ん
で
く
る
こ
と

も
多
く
、
歯
切
り
加
工

の〝
駆
け
込
み
寺
〞の
よ

う
な
存
在
で
も
あ
る
。

　

歯
切
り
加
工
で
最
も

苦
労
す
る
点
を
聞
い

た
。

　
「
設
計
者
の
意
図
を

理
解
し
て
図
面
を
読
み

込
み
、
究
極
ま
で
計
算

し
つ
く
し
て
も
、
な
か

な
か
作
業
が
進
ま
な
い

と
き
が
あ
る
」

　

ま
た
、
逆
に
喜
び
を

感
じ
る
と
き
を
聞
い

た
。

　
「
同
業
他
社
や
誰
も

で
き
な
か
っ
た
仕
事
を

解
決
し
た
と
き
」

　

仕
事
の
生
き
甲
斐
に

つ
い
て
は
、「
客
先
と

対
等
の
立
場
で
、
お
互

い
に
あ
り
が
と
う
と
言

え
る
こ
と
」。

　

信
条
は
「
仕
事
を
断

ら
な
い
」。

　

若
い
人
達
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、

「
口
角
を
上
げ
て
、
笑

顔
が
大
事
！
」。

　

南
さ
ん
は
仕
事
が
ら

歯
切
れ
が
良
く
、
笑
顔

が
印
象
的
な
社
長
だ
。

（
小
川
秀
人
）

訪ねて
を

11

歯切り加工の〝駆け込み寺〟

得意とする長尺スプライン加工

野田義和市長（右）から福西由宗社長に感謝状が渡された

南仁社長

　

半
世
紀
以
上
の
歴
史
を

持
つ
東
大
阪
読
書
友
の

会
（
根
川
章
子
会
長
）

は
長
年
大
阪
商
業
大
学

谷
岡
記
念
館
で
開
催
さ

れ
て
い
た
。
３
月
７
日
、

東
大
阪
市
立
永
和
図
書

館
が
近
鉄
・
Ｊ
Ｒ
河
内

永
和
駅
前
に
オ
ー
プ
ン

す
る
こ
と
に
な
り
、
３

月
か
ら
会
場
を
同
図
書

館
に
移
す
予
定
だ
っ

た
。

　

と
こ
ろ
が
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
よ
り

同
図
書
館
の
オ
ー
プ
ン

が
延
期
さ
れ
、
そ
れ
に

合
わ
せ
て
同
友
の
会
も

４
月
か
ら
再
ス
タ
ー
ト

と
い
う
運
び
に
な
っ

た
。
読
書
会
は
第
３
火

曜
日
13
時
〜
15
時
開
催
、

年
会
費
３
、
０
０
０
円
。

令
和
２
年
度
の
テ
ー
マ
本

は
一
覧
表
の
通
り
（
本

紙
３
月
１
日
号
掲
載
の

も
の
を
修
正
）。

　

４
月
21
日
は
平
野
啓

一
郎
著
「
マ
チ
ネ
の
終

わ
り
に
」（
文
春
文
庫
）

を
テ
ー
マ
に
、
公
開
読

書
会
と
し
て
開
催
さ
れ

る
（
見
学
無
料
）。
本

書
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ

リ
ス
ト
を
主
人
公
に
し

た
小
説
な
の
で
、
特
別

に
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
リ

ス
ト
桑
田
守
喜
さ
ん
を

迎
え
、
ソ
ロ
演
奏
か
ら

始
め
る
予
定
。
ち
な
み

に
、
同
作
品
を
も
と
に

し
た
映
画
が
昨
年
公
開

さ
れ
、好
評
を
博
し
た
。

　

問
い
合
わ
せ
は
同
図

書
館
（
☎
06
―
６
７
８
１

―
５
５
０
０
）
へ
。

クラシックギタリスト桑田守喜さん演奏

マ
ス
ク
１
万
枚
を
東
大
阪
市
に
寄
贈

株
式
会
社

福
西
衛
材

沿
っ
て
紹
介
さ
れ
た
。

生
駒
山
の
地
勢

◆
生
駒
山
の
姿

　

生
駒
山
は
大
阪
府
と
奈

良
県
を
分
け
る
南
北
約
35

㎞
の
生
駒
山
地
の
標
高
６

４
２
ｍ
の
主
峰
。
山
頂
付

近
の
約
１
億
９
千
万
年
前

に
で
き
た
斑は

ん

糲れ
い

岩が
ん

は
、「
生

駒
石
」
と
い
わ
れ
庭
石
や

石
垣
に
多
く
使
わ
れ
て
い

る
。生
駒
山
の
西
側
・
大
阪

側
は
急
峻
で
幾
筋
も
の
小

河
川
が
あ
り
、
反
対
の
奈

良
側
は
平
た
ん
地
で
あ
る
。

◆
生
駒
山
の
名
称
・
用
字

　
「
生
駒
山
」
は
「
古
事

記
」「
日
本
書
紀
」「
万
葉

集
」
な
ど
に
記
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
少
な
く
と
も

飛
鳥
・
奈
良
時
代
に
は〝
い

こ
ま
や
ま
〞
と
呼
ば
れ
て

い
た
。「
妹
が
り
と
馬
に

鞍
置
き
て
／
射
駒
山
う
ち

越
え
来
れ
ば
…
」（「
万
葉

集
」）
の
「
射
駒
山
」、
他

に
「
生
駒
山
」「
伊
駒
山
」

「
伊
故
麻
山
」
の
表
記
が

み
ら
れ
る
。

◆
縄
文
時
代
の
自
然
環
境

　

生
駒
山
西
麓
部
に
あ
る

遺
跡
内
の
堆
積
土
壌
に
含

ま
れ
る
花
粉
の
分
析
か
ら

自
然
環
境
を
復
元
す
る

と
、
約
３
０
０
０
年
前
の

縄
文
時
代
後
期
か
ら
晩
期

に
か
け
て
モ
ミ
属
・
ス
ギ

属
・
イ
チ
イ
科
・
イ
ヌ
ガ

ヤ
科
・
ヒ
ノ
キ
科
な
ど
の

温
帯
性
針
葉
樹
が
分
布
。

ま
だ
人
間
が
干
渉
し
な
い

自
然
度
の
高
い
森
林
帯
が

広
が
っ
て
い
た
。

◆
弥
生
時
代
前
期
か
ら
古

墳
時
代
前
半

　

約
２
５
０
０
年
前
、
ア

カ
ガ
シ
亜
属
を
中
心
に
ク

リ
属
・
シ
イ
ノ
キ
属
が
広

が
る
。
シ
イ
・
カ
シ
林
の

分
布
の
広
が
り
は
人
間
の

活
動
に
よ
る
も
の
。
約
１

８
０
０
年
前
の
弥
生
時
代

後
期
か
ら
古
墳
時
代
前
半

の
卑
弥
呼
の
時
代
は
気
候

の
冷
涼
化
・
湿
潤
化
が
進

行
し
、
人
間
の
山
へ
の
干

渉
に
よ
り
集
落
の
形
成
が

始
ま
っ
た
。

◆
古
墳
時
代
後
半
か
ら
近

世
（
江
戸
）

　

約
１
５
０
０
年
前
の
古

墳
時
代
後
半
か
ら
近
世

（
江
戸
）
に
か
け
て
、
温

暖
帯
林
の
二
次
林
で
は
針

葉
樹
の
マ
ツ
属
が
分
布
を

拡
大
す
る
。
森
林
植
生
は

人
間
に
よ
っ
て
急
激
に
破

壊
さ
れ
、
二
次
林
の
マ
ツ

林
が
分
布
域
を
拡
大
し

た
。
人
間
は
里
山
的
に
利

用
し
た
。

古
代
人
の
い
と
な
み

◆
縄
文
時
代
の
遺
跡

　

縄
手
・
段
上
遺
跡
に
は

竪
穴
住
居
跡
、
貯
蔵
穴
跡

が
あ
る
。
日
下
遺
跡
か
ら

貝
殻
、
シ
カ
の
角
・
イ
ヌ
・

ム
サ
サ
ビ
・
ヘ
ビ
な
ど
の

骨
が
発
見
さ
れ
た
。
ド
ン

グ
リ
の
実
の
あ
く
抜
き
跡

や
保
存
用
土
器
、
貝
塚
の

形
成
が
み
ら
れ
る
。
狩
猟

具
や
サ
ヌ
カ
イ
ト
の
石

匙
・
石せ

き
ぞ
く鏃
な
ど
の
ほ
か
に
、

人
骨
を
埋
設
し
た
環
状
列

墓
が
あ
る
。

◆
弥
生
時
代
の
遺
跡

　

生
駒
山
西
側
の
傾
斜
地

の
標
高
１
０
０
ｍ
前
後
に

立
地
す
る
山
畑
遺
跡
・
岩

滝
山
遺
跡
に
は
竪
穴
住
居

跡
が
あ
る
。
コ
メ
作
り
と

狩
猟
・
採
集
生
活
が
営
ま

れ
、
狩
猟
具
（
石
鏃
・
石

匙
）
や
武
器
類
（
石
剣
）、

木
製
農
具
、
木
棺
な
ど
が

出
土
。

　
「
か
わ
ち
の
土
器
」
は
、

斑
糲
岩
に
含
ま
れ
る
角か

く

閃せ
ん

石せ
き

・
雲
母
粒
で
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
色
。

◆
古
墳
時
代
の
遺
跡

　

古
墳
時
代
（
５
世
紀
ご

ろ
）
に
は
蒸
し
器
や
フ
イ

ゴ
の
口
な
ど
渡
来
人
が
持

ち
こ
ん
だ
も
の
が
多
い
。

特
に
ウ
マ
の
生
産
・
飼
育

が
始
ま
り
鉄
製
品
・
玉
の

製
作
も
始
ま
っ
た
。
東
大

阪
市
内
２
３
０
個
の
古
墳

の
う
ち
、
最
大
規
模
の
横

穴
式
石
室
を
持
つ
の
は
山

畑
２
号
墳
。
日
下
遺
跡
に

は
ウ
マ
を
埋
葬
し
た
墓
跡

が
あ
る
。

◆
奈
良
時
代
の
遺
跡

　

南
北
方
向
の
東
高
野
街

道
沿
い
の
集
落
跡
・
寺
跡

と
東
西
方
向
の
山
越
え
の

街
道
沿
い
の
集
落
跡
（
神

並
遺
跡
・
鬼
塚
遺
跡
・
法

通
寺
跡
・
河
内
寺
跡
）
か

ら
山
麓
の
粘
土
を
用
い

た
瓦
が
出
土
し
て
い
る
。

「
窯
」
は
未
発
見
だ
。
火

葬
墓
と
蔵
骨
器
と
し
て
使

わ
れ
た
須
恵
器
の
蓋
つ
き

壺
な
ど
が
生
駒
山
腹
か
ら

見
つ
か
っ
て
い
る
。

第38回 郷土文化講演会 河内の郷土文化サークルセンター主催

生駒山と古代人のいとなみ生駒山と古代人のいとなみ
　

今
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
の
大
昔
は
こ
ん
な
と
こ

ろ
だ
っ
た
。
第
38
回
郷
土
文
化
講
演
会
が
２
月
22

日
午
後
、
大
阪
商
業
大
学
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
ホ
ー

ル
蒼
天
（
東
大
阪
市
御
厨
栄
町
４
）
で
行
わ
れ

た
。
主
催
者
の
河
内
の
郷
土
文
化
サ
ー
ク
ル
セ
ン

タ
ー
・
中
井
由
榮
会
長
は
「
こ
こ
で
生
ま
れ
て
活

動
し
て
い
る
古
代
史
を
学
ぶ
24
団
体
」
と
サ
ー
ク

ル
を
紹
介
。
講
師
の
中
西
克
宏
氏
（
東
大
阪
市
立

郷
土
博
物
館
学
芸
員
）
の
豊
富
な
地
図
や
写
真
を

使
っ
た
説
明
に
参
加
者
は
聞
き
入
っ
て
い
た
。
探

究
心
旺
盛
な
郷
土
文
化
愛
好
家
と
の
質
疑
応
答
で

講
演
会
は
盛
り
上
が
っ
た
。

（
石
河
亮
平
）

講
演
会
「
生
駒
山
と
古
代

人
の
い
と
な
み
」
要
旨

　

現
在
、
49
万
人
が
暮
ら

す
東
大
阪
市
で
人
が
暮
ら

し
始
め
る
の
は
約
２
万
年

前
。
東
大
阪
市
の
歴
史
と

文
化
を
語
る
に
は
、
今
か

ら
約
２
億
年
近
く
前
に
始

ま
る
生
駒
山
系
の
造
山
活

動
や
そ
の
後
の
断
層
活
動
、

大
阪
平
野
形
成
前
の
河
内

湾
と
い
う
地
理
的
要
因
な

し
に
は
語
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
生
駒
山
の
地
勢
と

縄
文
時
代
か
ら
弥
生
、
奈

良
時
代
ま
で
の
古
代
人
の

暮
ら
し
ぶ
り
が
東
大
阪
市

内
１
３
０
カ
所
の
遺
跡
に地図や写真を見せながら講演する中西克宏氏

※河内の郷土文化サークル
センター　河内の各地で郷
土の歴史や文化について調
査・研究活動を続けている
多くの市民サークルによっ
て、昭和 59 年 11 月３日に
設立されたサークルの連合
体。このサークルセンター
の目的は、各サークルが相
互に手を携えて親睦を図り
ながら常に情報交換を行い、
広範な調査・研究活動をす
ることによって郷土文化の
発展に寄与することを目的
とし、約 600 人の会員が各
サークルにおいて活動して
いる。郷土文化見学会、史
跡見学バスツアー、サーク
ルの集い、郷土文化講演会
のほか刊行物として「あし
たづ」「会報」がある。



東　　　 大　　　 阪 （２）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 令和２年４月１日（水）

日本人が知らない民族格闘技日本人が知らない民族格闘技
◆
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー「
命
の
水
を
求
め
て
」

　

１
９
８
４
年
、
パ
キ
ス

タ
ン
・
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に

医
師
と
し
て
赴
任
、
貧
困

層
の
医
療
に
携
わ
る
。
当

時
パ
キ
ス
タ
ン
全
土
で
２

万
人
超
の
ハ
ン
セ
ン
氏
病

患
者
が
お
り
、
そ
の
多
く

が
ア
フ
ガ
ン
難
民
だ
っ

た
。
１
９
８
６
年
か
ら
は

ア
フ
ガ
ン
難
民
の
た
め
の

事
業
を
設
立
、
１
９
９
８

年
に
は
基
地
病
院
Ｐ
Ｍ
Ｓ

（
ピ
ー
ス
ジ
ャ
パ
ン
・
メ

デ
ィ
カ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
）

を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
建

設
。２
０
０
０
年
以
降
は
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
襲
っ

た
大
干
ば
つ
対
策
の
た
め

に
井
戸
掘
り
等
の
水
源
確

保
事
業
を
開
始
。

　

映
像
の
中
で
中
村
氏

は
「
世
界
を
灯
す
小
さ
な

ロ
ー
ソ
ク
で
あ
り
た
い
」

と
語
っ
て
い
る
。

◆
記
録
映
画
「
用
水
路
が

運
ぶ
恵
み
と
平
和
」

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
人

口
は
２
８
０
０
万
人
超
、

ほ
と
ん
ど
が
農
業
を
生
業

と
し
て
い
る
。
ア
フ
ガ
ン

全
土
に
わ
た
る
大
干
ば
つ

に
よ
り
多
く
の
農
民
は
食

を
求
め
て
難
民
と
な
り
パ

キ
ス
タ
ン
に
流
入
し
た
。

水
が
枯
れ
衛
生
状
態
が
悪

い
な
か
で
、
多
く
の
病
気

が
蔓
延
し
た
。
病
気
の
治

療
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
。

ア
フ
ガ
ン
の
大
地
に
水
を

引
き
緑
を
蘇
ら
せ
て
、
農

民
を
故
郷
に
戻
し
て
農
作

業
を
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
。
こ
う
し
て
壮
大
な
プ

ラ
ン
「
緑
の
大
地
計
画
」

を
開
始
、
２
０
０
３
年
３

月
に
灌
漑
用
水
路
建
設
に

着
手
し
た
。
水
量
の
豊
富

な
大
河
「
ク
ナ
ー
ル
川
」

か
ら
水
を
引
き
、
２
０
０

７
年
に
第
１
期
工
事
が
完

了
し
、
引
き
込
ま
れ
た
水

は
「
真
珠
の
水
」
と
呼
称

さ
れ
た
。
２
０
１
０
年
３

月
に
全
長
25
㎞
が
開
通
し

た
。
２
０
１
６
年
に
は
用

水
路
流
域
の
１
万
６
千
ヘ

ク
タ
ー
ル
を
緑
化
し
農
産

物
を
育
成
、
60
万
人
超
の

命
を
救
っ
て
い
る
。

　

元
国
連
難
民
高
等
弁
務

官
の
千ち

田だ

悦
子
さ
ん
が

ゲ
ス
ト
と
し
て
登
壇
し
、

中
村
哲
氏
と
の

思
い
出
を
話
し

た
。

　
「
２
０
０
１
年
９
・
11

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
テ
ロ
事
件

の
直
後
、
現
地
か
ら
日
本

に
帰
る
飛
行
機
を
待
っ
て

並
ん
で
い
る
と
き
に
、
中

村
哲
さ
ん
が
お
ら
れ
た
の

で
ご
挨
拶
し
た
の
が
初
対

面
で
し
た
。
中
村
さ
ん
に

弟
子
入
り
し
た
い
フ
ァ
ン

で
し
た
の
で
、
い
わ
ゆ
る

追
っ
か
け
を
し
て
い
ま
し

　
「
日
本
人
が
ま
だ
知
ら

な
い
民
族
格
闘
技
を
撮
っ

た
最
初
の
日
本
人
に
な
り

ま
せ
ん
か
」

　

大
阪
を
拠
点
に
活
動
す

る
民
族
格
闘
技
研
究
所

（
以
下
、
民
格
研
）
の
田

中
弘
済
所
長
（
39
）
の
誘

い
に
、
二
つ
返
事

で
ト
ル
コ
へ
つ
い

て
い
っ
た
の
は
、

世
界
に
山
の
よ
う
に
存
在

す
る
民
族
格
闘
技
を
「
現

地
に
赴
い
て
試
合
に
出
て

調
査
し
て
い
る
」
い
う
田

中
所
長
の
方
針
が
、「
こ

の
目
で
見
て
肌
で
感
じ
る

こ
と
」
を
大
切
に
し
た
い

と
い
う
私
の
思
い
と
ピ
ン

ト
が
合
っ
た
か
ら
だ
。

　

田
中
所
長
は
学
生
時
代

に
レ
ス
リ
ン
グ
に
打
ち
込

み
、
高
校
日
本
代
表
と
し

て
海
外
遠
征
も
経
験
し
て

い
る
。
社
会
人
に
な
っ
て

か
ら
ベ
ル
ト
レ
ス
リ
ン
グ

と
い
う
民
族
格
闘
技
に
出

合
い
、
ア
ジ
ア
２
位
の
実

績
が
あ
る
。

　

私
た
ち
が
知
り
合
っ
た

の
は
大
阪
で
半
年
に
一
度

開
催
さ
れ
て
い
る
モ
ン
ゴ

ル
祭
り
。
試
合
で
中
央
ア

ジ
ア
を
訪
れ
た
こ
と
の
あ

る
田
中
所
長
に
現
地
の
様

子
を
教
え
て
欲
し
い
と
私

が
声
を
か
け
た
の
が
最
初

だ
っ
た
。
中
央
ア
ジ
ア
へ

異
常
な
ほ
ど
に
興
味
を
示

す
私
に
「
こ
の
人
と
遠
征

に
行
け
ば
化
学
反
応
が
起

こ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と

声
を
か
け
て
く
れ
た
。

　

民
格
研
は
組
み
技
系
の

競
技
に
絞
っ
て
調
査
し
て

い
る
。
国
や
言
語
を
越
え

て
５
千
年
以
上
前
か
ら
続

い
て
い
る
男
同
士
の
取
っ

組
み
合
い
の
歴
史
を
辿

り
、
海
外
で
試
合
を
経
験

す
る
こ
と
は
、
格
闘
家
と

し
て
の
技
術
向
上
は
も
ち

ろ
ん
、
１
人
の
人
間
と
し

て
も
広
い
視
野
を
持
つ
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
自
身

の
経
験
か
ら
、
日
本
か
ら

選
手
を
連
れ
て
中
央
ア
ジ

ア
周
辺
諸
国
を
は
じ
め
、

今
で
は
ト
ル
コ
ま
で
調
査

が
進
ん
で
い
る
。

　

ト
ル
コ
の
民
族
格
闘
技

と
い
え
ば
オ
イ
ル
レ
ス
リ

ン
グ
を
連
想
す
る
読
者
が

多
い
と
思
う
が
、
今
回

は
「
シ
ャ
ル
バ
ル
レ
ス
リ

ン
グ
」
と
い
う
ト
ル
コ
を

代
表
す
る
５
つ
の
民
族
格

闘
技
の
１
つ
だ
。
42
カ
国

３
百
人
以
上
が
参
加
す
る

こ
の
競
技
の
世
界
選
手
権

に
、
日
本
代
表
と
し
て

福
岡
大
学
レ
ス
リ
ン
グ

部
Ｏ
Ｂ
の
北
條
雄
大
選

手
（
32
）、
沖
田
一
晃
選

手
（
30
）
が
出
場
。
ま
だ

ル
ー
ル
が
分
か
ら
な
い
状

態
で
、
カ
フ
ラ
マ
ン
マ
ラ

シ
ュ
と
い
う
ト
ル
コ
ア
イ

ス
の
街
へ
４
人
で
向
か
っ

た
。

　

写
真
は
も
ち
ろ
ん
、
遠

征
の
一
部
始
終
を
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
動
画
配
信

す
る
こ
と
を
決
め
た
私

は
、
大
阪
で
待
つ
民
格
研

広
報
担
当
の
大
森
良
太
さ

ん
（
38
）
と
連
携
し
て
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
発
信
も
し
て
い
っ

た
。

　

１
月
31
日
の
夕
方
に
ホ

テ
ル
到
着
。
２
月
１
日
の

午
前
中
は
観
光
、
午
後
に

会
場
入
り
し
て
競
技
の

ル
ー
ル
説
明
を
受
け
、
前

夜
祭
で
は
ト
ル
コ
ア
イ
ス

の
シ
ョ
ー
を
体
験
、
各
国

の
監
督
や
選
手
た
ち
と
も

触
れ
合
っ
た
。
２
日
に
大

会
当
日
を
迎
え
、
残
念
な

が
ら
日
本
代
表
は
勝
つ
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、

細
か
い
ル
ー
ル
の
調
査
を

続
け
、
こ
れ
か
ら
日
本
で

練
習
す
る
た
め
に
道
着
を

入
手
し
、
怒
濤
の
よ
う
な

３
泊
５
日
の
遠
征
を
終

え
、
無
事
に
帰
国
し
た
。

　

シ
ャ
ル
バ
ル
レ
ス
リ
ン

グ
は
緑
の
ハ
ー
フ
パ
ン
ツ

を
着
用
し
、上
半
身
は
裸
。

基
本
的
に
は
ア
マ
チ
ュ
ア

レ
ス
リ
ン
グ
と
似
て
い
る

が
、
背
中
が
地
面
に
つ
い

た
時
点
で
負
け
と
い
う
大

き
な
違
い
が
あ
り
、
相
手

の
道
着
を
掴
む
こ
と
が
で

き
る
た
め
レ
ス
リ
ン
グ
と

相
撲
を
合
わ
せ
た
よ
う
な

競
技
で
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。

　

初
め
て
調
査
に
参
加
し

た
沖
田
選
手
は
「
世
界
に

は
１
つ
の
競
技
に
こ
だ
わ

会長　村上 優
〒810-0003 福岡市中央区春吉1-16-8 
 VEGA天神南601号
TEL 092-731-2372
FAX 092-731-2373

ペシャワール会事務局

中村哲氏との思い出を話す千田悦子さん

主催者の坂東武子代表

試合に臨む沖田一晃選手 （右）

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
な
の
で
無
理
を
言
え
ず
、

菅
野
君
は
そ
れ
以
上
の
お
願
い
を
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
日
本
で
既
に
動
い
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
気
に
な
る
が
、ど
う
あ
が
い
て
も
仕
方
な
い
。

　

タ
ラ
ス
社
長
は
語
気
を
緩
め
る
。

　
「
政
府
は
３
月
16
日
か
ら
外
国
人
の
入
国
を
禁

止
し
、４
月
３
日
ま
で
続
く
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、

延
長
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
際
、
キ
エ
フ
で
ゆ

っ
く
り
な
さ
っ
て
下
さ
い
」

　

菅
野
君
は
肩
を
落
と
す
。
そ
の
肩
を
少
々
強
め

に
叩
い
て
、
私
は
励
ま
し
た
。

　
「
果
報
は
寝
て
待
て
、
と
い
う
で
は
な
い
か
」

　

ニ
ー
ナ
が
首
を
傾
げ
た
。

　
「
そ
れ
っ
て
、
ど
う
い
う
意
味
な
の
？
」

　
「
日
本
の
諺
で
、
や
る
べ
き
こ
と
を
や
っ
た
ら
、

後
は
焦
ら
ず
に
じ
っ
と
待
つ
方
が
い
い
結
果
を
得

ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。
無
駄
な
動
き
を
す
る

と
、
か
え
っ
て
失
敗
し
て
し
ま
う
と
い
う
戒
め
で

す
」

　

ニ
ー
ナ
は
表
情

を
パ
ッ
と
明
る
く

し
た
。
表
情
の
変

化
が
豊
か
な
ニ
ー

ナ
。
こ
れ
は
女
性

の
可
愛
ら
し
さ
の

特
徴
で
も
あ
る
。

澄
ま
し
た
り
、
笑

っ
た
り
、
あ
る
い

は
悲
し
げ
な
影
を

見
せ
た
り
、
喜
び

に
満
ち
て
目
を
輝

か
せ
た
り
…
。
秋

の
空
の
よ
う
に
変

化
に
富
む
。
そ
れ
を
眺
め
な
が
ら
男
は
楽
し
む
。

フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
か
ら
は
注
意
を
受
け
そ
う
だ
が
、

こ
れ
が
女
の
性
で
あ
り
、
男
の
性
な
の
だ
か
ら
仕

方
が
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
も
時
代
に
よ
っ
て
変
わ

る
の
か
も
し
れ
な
い
。
江
戸
時
代
は
「
男
心
と
秋

の
空
」
と
い
わ
れ
て
い
た
の
で
。

　
「
そ
れ
に
し
て
も
、
ロ
シ
ア
は
一
体
何
を
考
え

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」

　

タ
ラ
ス
社
長
は
新
聞
を
広
げ
な
が
ら
、
眉
間
に

し
わ
を
寄
せ
る
。

　
「
ど
ん
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
す
か
」

　

私
の
問
い
に
対
し
て
、
彼
は
新
聞
記
事
を
示
し

な
が
ら
首
を
ゆ
っ
く
り
横
に
振
る
。

　
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
も
ロ
シ
ア
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
で
大
変
な
と
き
に
、
ド
ン
バ
ス
で

は
ロ
シ
ア
軍
が
砲
撃
を
止
め
ま
せ
ん
。
ま
た
死
者

が
出
ま
し
た
」

連載小説連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
146

コロナ禍でも砲撃を止めないロシア

ウクライナ

第 7回世界に羽ばたけ
『夢』スピーチコンテスト
支援金額：120万円

主催：一般財団法人青少年夢応援隊
協賛：株式会社サンクレスト
後援：大阪府、東大阪市
公式サイト：http://yumeouentai.com

【出場者一次選定】
　作文を基にスピーチコンテスト本選出場者 10名を選考いたします。
①公式サイトより『出場申込書』をダウンロードし、必要事項を記入
②「夢」というテーマで作文を書いていただきます。
　また、受賞した際の支援金の使途も記載ください。
　※原稿用紙（400 字詰め）にて３枚まで
　※手書き、パソコン等問わない
③応募方法：「出場申込書」と「原稿」を併せてメール又は
　郵便でお送りください。
　※「出場申込書」と「原稿」はＨＰよりダウンロード
      してください。
　※メールを送る際の件名は「スピーチコンテスト応募」
      としてください。
④送り先：郵送の場合　宛先：大阪府東大阪市南上小阪 12-42
一般財団法人青少年夢応援隊　スピーチコンテスト企画係宛
メールの場合　info@yumeouentai.com
問い合わせ☎06-6725-0511
⑤原稿締切：2020 年９月必着

東大阪の企業  株式会社サンクレストが応援しています

【開催趣旨】
将来の夢や目標があるが、経済的支援を必要とする
若者が自身の「夢」をテーマにスピーチを行い、
受賞者を選定、支援金権利を授与いたします。
【応募資格】
大阪在住または在学・在勤の 16歳以上 25歳までの青少年
（1995 年４月２日～ 2005 年４月１日生まれの方）

【本選開催日時】2020年10月
　　　　　14時～17時30分
本選開催場所：大阪商業大学ユニバーシティホール蒼天
　　　　住所：大阪府東大阪市御厨栄町 4-1-10
　　　　　

サ
ン
コ
ー
で
は
お
客
様
目
線
に
立
ち
、

品
質
・
施
工
・
ご
予
算
に
無
駄
の
な
い

プ
ラ
ン
を
ご
提
案
し
ま
す
。

サ
ン
コ
ー
で
は
お
客
様
目
線
に
立
ち
、

品
質
・
施
工
・
ご
予
算
に
無
駄
の
な
い

プ
ラ
ン
を
ご
提
案
し
ま
す
。

 物産株式会社

TEL.06-6533-1271
お問い合わせはお気軽に

本　社 〒550-0015　大阪市西区南堀江4丁目33番29号
 E-mai l  ： info@sankobussan.co.jp
 http://www.sankobussan.co.jp/

東京営業所
名古屋営業所
大阪営業所

和歌山営業所
福岡営業所

キッチン・トイレ・バス・洗面のリフォームはもちろん、
畳の表替えや、外装・耐震補強など、お家のあらゆるご相談に応じます。

「200年住宅リフォーム理念」一級建築士事務所

ア
フ
ガ
ン
の
大
地
に
水
を
引
き
緑
蘇
ら
せ
る

医
師
中
村
哲
氏

医
師
中
村
哲
氏 

追
悼
上
映
会

追
悼
上
映
会

民
族
格
闘
技
研
究
所

ら
ず
自
分
の
可
能
性
を
貪

欲
に
試
し
て
い
る
選
手
が

た
く
さ
ん
い
る
こ
と
を

知
っ
た
。
自
分
も
若
い
頃

に
こ
の
活
動
を
知
り
た

か
っ
た
」
と
日
本
の
若
い

選
手
に
民
族
格
闘
技
に
積

極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

欲
し
い
と
語
っ
た
。

　

２
度
目
の
参
加
と
な
っ

た
北
條
選
手
は
「
新
し
い

競
技
に
挑
む
の
は
と
て
も

新
鮮
で
、
こ
れ
か
ら
の
選

手
の
た
め
に
攻
略
法
を

探
っ
て
い
く
作
業
は
純
粋

に
楽
し
か
っ
た
」
と
調
査

に
や
り
が
い
を
感
じ
、
こ

れ
か
ら
も
活
動
に
参
加
し

た
い
と
語
っ
た
。

彼
ら
は
こ
の
競
技

の
世
界
大
会
に
出

場
し
た
初
め
て
の
日
本
人

に
な
っ
た
の
だ
。

　

田
中
所
長
は
「
こ
の
活

21日    倫理研究所近畿方面担当研究員　呉屋嘉治氏「小さな実践による大きな効果」
28日  八尾市倫理法人会幹事　浅野泰氏「倫理に出合って」 八尾市倫理法人会会員　夘野悠佳氏「20年前の私へ」

7日  大阪府倫理法人会普及拡大副委員長　新福泰雅氏「私に起こった不思議な出来事～４年間の実践と体験～」
14日  飛鳥倫理法人会幹事　品川美栄子氏「栞13条と私」

9日  大阪府倫理法人会広報委員長　山﨑紀子氏「信成万事」
16日  大阪北区倫理法人会副専任幹事　熊野安芸子氏「希望は心の太陽である」
23日  倫理研究所法人レクチャラー　古谷往晴氏「夫婦愛和が経営の元」
30日  大阪府倫理法人会朝礼委員長　朝日里佳氏「全てに導かれ今がある～倫理９年、婚活７年、そして結婚のキセキ～」

2日  大阪北区倫理法人会幹事　黒田裕樹氏「昭和天皇のご聖断」

17日  大阪府倫理法人会副会長　権藤度夫氏「成長する人、しない人の共通項！」
24日  吹田市倫理法人会会員　宮田博文氏「やさしい気持ちが未来を創る 心即太陽」

10日  東大阪市倫理法人会副専任幹事　島田忠信氏「純情（すなお）の受け入れ」

経営者
モーニングセミナー開催 早起きして、会社も家庭も元気に！
●八尾市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週火曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場は志紀住宅会館（JR志紀駅・西北へ徒歩10分）
八尾市倫理法人会事務局 ☎06―6764―19564月の予定

●大阪鴻池倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週木曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はホテルセイリュウ（近鉄石切駅・南へ徒歩５分）
大阪鴻池倫理法人会事務局 ☎090-9874-31794月の予定

●東大阪市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

: :毎週金曜日、朝6 30～7 30開催。参加費無料。
会場はＵ・コミュニティホテルＴＴＳセンター６階（近鉄河内小阪駅北すぐ）
東大阪市倫理法人会事務局 ☎06―6748―88384月の予定

　

医
師
中
村
哲
氏
が
昨
年
12
月
４
日
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
武
装
勢
力
に
襲
撃

さ
れ
命
を
落
と
し
た
。
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
映
画
祭
（
坂
東
武
子
代
表
）
主
催
、
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
会
協
力
に
よ
り
、
２
月
16
日
、
秀
明
神
崎
研
修
セ
ン
タ
ー
（
大
阪

市
淀
川
区
新
高
６
）
で
「
医
師
中
村
哲
氏
追
悼
上
映
会
」
が
開
催
さ
れ
、「
命

の
水
を
求
め
て
」
と
「
用
水
路
が
運
ぶ
恵
み
と
平
和
」
が
上
映
さ
れ
た
。

た
。
ト
ラ
ク
タ
ー
や
重
機

の
免
許
も
取
得
し
て
、
ア

フ
ガ
ン
に
行
き
た
か
っ
た

の
で
す
が
、
女
は
駄
目
だ

よ
と
Ｏ
Ｋ
し
て
く
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
中
村
さ
ん
は

数
学
の
基
礎
か
ら
勉
強
し

て
お
ら
れ
て
、
用
水
路
建

設
に
必
要
な
基
礎
計
算
を

充
分
に
マ
ス
タ
ー
し
て
お

ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
お
医
者
さ
ま
が
ト
ラ

ク
タ
ー
を
運
転
し
て
、
灌

漑
工
事
ま
で
や
っ
て
し
ま

う
、
凄
い
方
で
す
。
１
本

の
ロ
ー
ソ
ク
を
燃
や
し
続

け
た
人
で
す
ね
」

　

当
日
は
会
場
に
２
５
０

人
を
超
え
る
人
が
詰
め
か

け
、
中
村
哲
氏
の
偉
業
を

偲
ん
で
い
た
。（小

川
秀
人
）

　

浅
岡
勝
美

さ
ん
（
77
）

＝
写
真
＝

は
、
大
阪
今
里
の
出
身

だ
。
大
阪
府
立
生
野
高
校

を
卒
業
後
、
松
竹
京
都
撮

影
所
に
入
り
大
部
屋
俳
優

と
し
て
10
年
ほ
ど
を
過
ご

し
た
。

　

松
竹
系
の
舞
台
に
出
た

り
、
歌
手
の
前
座
芝
居
に

チ
ョ
イ
役
で
出
演
し
て
い

た
。

　

１
９
７
０
年
に
サ
ム
ラ

イ
ト
リ
オ
に
参
加
し
て
、

大
忙
し
人
生
の
幕
が
上
が

る
。
お
よ
そ
20
年
ほ
ど
あ

ち
こ
ち
を
走
り
回
っ
た
。

道
頓
堀
・
角
座
、
神
戸
新

開
地
、
新
世

界
・
花
月
の

３
カ
所
を
、

の
べ
つ
幕
な

し
そ
れ
こ
そ

休
み
な
し
で

フ
ル
回
転
、

忙
し
か
っ
た

が
よ
い
時
代

だ
っ
た
。

　

そ
の
後
ト

リ
オ
を
脱
退

し
「
朝
起
太

郎
」
の
芸
名

で
、
ピ
ン
で

活
動
を
始
め
る
。

　

得
意
ネ
タ
は
赤
穂
浪

士
・
刃
傷
松
の
廊
下
、
浅

野
内
匠
頭
切
腹
の
場
面
を

大
い
に
語
り
観
客
を
沸
か

せ
る
。
角
座
出
演
を
メ
ー

ン
に
各
地
を
営
業
で
回

動
を
よ
り
広
く
知
っ
て
も

ら
い
、
民
族
格
闘
技
を
や

り
た
い
と
い
う
強
い
選
手

ま
で
届
い
て
ほ
し
い
。
世

界
大
会
で
日
本
人
が
優
勝

し
、
日
本
の
強
さ
を
知
ら

し
め
た
い
」
と
今
後
の
展

望
を
語
っ
て
く
れ
た
。

　

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
中
心

に
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
よ

う
に
変
化
し
て
い
く
「
大

観客席で交流する田中弘済所長 （左）

セレモニーに参加した北條雄大選手 （左から３人目）

陸
の
人
び
と
の
今
の
生
活
」

を
見
た
く
て
旅
を
し
て
い

る
私
に
と
っ
て
、
民
族
音

楽
が
鳴
り
響
く
な
か
、
太

古
か
ら
続
く
伝
統
を
守
り

体
現
し
て
い
る
格
闘
家
た

ち
、
そ
れ
を
応
援
し
声
を

上
げ
る
観
客
を
目
の
当
た

り
に
し
て
、
民
族
格
闘
技

を
研
究
す
る
こ
と
は
、
私

の
見
た
い
世
界
を
別
の
角

度
か
ら
照
ら
し
て
い
る
の

だ
と
確
信
し
た
。
あ
の
光

景
と
空
気
の
匂
い
を
す
ぐ

に
で
も
思
い
出
す
こ
と
が

で
き
る
。

　

あ
れ
は
総
合
芸
術
だ
っ

た
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
住

む
人
び
と
の
生
活
の
一
部

で
あ
っ
た
。

　

２
０
２
０
年
９
月
に

ト
ル
コ
で
開
催
さ
れ
る

「
ワ
ー
ル
ド
ノ
マ
ド
ゲ
ー

ム
ズ
」
は
２
０
１
４
年
か

ら
始
ま
っ
た
２
年
に
１
度

の
民
族
ス
ポ
ー
ツ
に
特
化

し
た
国
際
大
会
だ
。
シ
ャ

ル
バ
ル
レ
ス
リ
ン
グ
を
は

じ
め
、
今
ま
で
民
格
研
が

調
査
し
て
き
た
他
の
競
技

も
種
目
に
選
ば
れ
て
お

り
、
成
果
を
試
す
大
切
な

大
会
だ
。
日
本
代
表
と
し

て
出
場
す
る
民
格
研
選
手

団
と
共
に
私
も
再
び
ト
ル

コ
へ
同
行
し
、
現
地
の
様

子
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
の
で

楽
し
み
に
待
っ
て
い
て
ほ

し
い
。

　

我
こ
そ
は
と
思
う
格
闘

家
は
民
族
格
闘
技
研
究
所

（min.kaku@gmail.com

）

ま
で
ふ
る
っ
て
応
募
さ
れ

た
し
。

り
、
好
評
を
博
し
た
。
そ

の
後
２
０
０
７
〜
２
０
１

０
年
の
間
、
山
中
勇
さ
ん

と
組
ん
で「
サ
ム
ラ
イ
勇
・

朝
」
コ
ン
ビ
で
舞
台
に
上

が
っ
た
が
、
２
０
１
０
年

相
方
の
逝
去
を
機
に
再
び

ピ
ン
芸
人
と
し
て
現
在
に

至
る
。

　

朝
起
太
郎
さ
ん
は
仲
間

う
ち
で
は
通
称
「
ア
サ
や

ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

煙
草
は
生
ま
れ
つ
き
吸
わ

な
い
。
お
酒
は
３
年
前
に

キ
ッ
パ
リ
と
辞
め
た
そ
う

だ
。

　

ア
サ
や
ん
に
現
在
の
心

境
を
聞
く
と
、「
芸
人
を

続
け
た
い
。
自
分
に
し
か

で
き
な
い
ギ
ャ
グ
を
生
み

出
し
て
、
他
人
と
同
じ
こ

と
は
し
た
く
な
い
」
と
爽

や
か
に
語
る
。

　

笑
顔
は
ま
さ
に
現
役
そ

の
も
の
だ
。（
小
川
秀
人
）

　かつて松竹芸能諸芸所属の「サムライトリオ」という
漫才トリオがあった。吉本興業のチャンバラトリオに負
けず劣らずの人気者だった。

自
分
に
し
か
で
き
な
い
ギ
ャ
グ
を

人気トリオで一世を風靡

朝起太郎 さ　　ん

ト
ル
コ
の
格
闘
技
を
取
材
旅
行
作
家

野
田
裕
子

寄稿

爆笑！スーパーライブ 2020
あれから 40年～　　　　　　　　　　　
中高年の皆様を笑いの渦に巻き込みます！

日　程　令和２年（2020年）5月2日（土）
　　　　14：00～開演（13：00開場）
会　場　八尾プリズムホール
参加費　S 席 5,800 円　A席 5,300 円（※18歳未満は入場不可）
お問い合わせ　プリズムホールチケットカウンター

綾小路きみまろ
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